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▼ 人工造林による森づくり

植え付け 伐 採

下刈り 間 伐

除 伐 枝打ち

参考：編集･発行(社)全国林業改良普及協会「緑豊かな未来のために森林整備を進めよう」

<植え付け>
森づくりの始まりです。
雑草などを刈り取り、地面
をきれいにして１本ずつて
いねいに植え付けます。

<下刈り>
苗木が育つとともに周りの雑草
木も育ち始め、苗木から太陽の
光を奪ってしまいます。
そこで、これらを刈り取る下刈
りを行います。夏の暑い時期に
行うため、大変な作業です。

<除伐>
成林のじゃまにな
る木を伐ります。

<枝打ち>
枯枝を除くことにより病虫害
の発生を防ぐこと、林内を明
るくして地面の植生の生育を
助けること、節の少ない木材
生産などのため、下枝を切り
落とす作業です。

<伐採>
長い年月を経て大きく育った木は伐採され、木材として
利用されます。伐採した後に再び苗木を植えることで、
繰り返し森をつくりあげることができるため、木材は再
生産可能な資源といえます。

<間伐>
木々が生長してくると、
お互いが成長のじゃまを
するだけでなく、林の中
が暗くなって地面がむき
出しとなります。
そこで一部の木を伐って
本数を調整する間伐を行
います。こうすると、残
された木が健全に育つと
ともに、林内が明るくな
り地面には植生が回復し
ます。

▼ 天然更新による森づくり
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参考：編集･発行(社)全国林業改良普及協会「緑豊かな未来のために森林整備を進めよう」

<芽生え>
地面から落ちたタネから芽が出
ます。発芽しやすく、また発芽
後の成長を助けるため、地面を
覆うササなどを刈り取ったり、
土をかき起こしたりする場合も
あります。

<芽かき>
切り株から出た芽のうち、成
長のよいものを２～３本残し
て、残りを間引きます。 <萌芽>

樹種によっては切り株か
ら芽が出ます。

<除･間伐>
成長の悪い木や形質の悪い木な
どを取り除き、他の木の生長を
促します。

<下刈り>
木の生長を妨げるササや雑草な
どを刈り取ります。

<伐採>
利用に適した大きさに育
った木は、伐採され各方
面に利用されます。


